
ら
の
明
細
を
分
析
し
適
切
に
っ
て
も
再
調
達
原
価
と
な
ら
た
結
果
と
簿
価
と
が
乖
離
し
生
じ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ

補
正
し
た
上
で
、
時
点
修
正
な
い
の
で
、
こ
の
場
合
の
取
て
い
る
場
合
に
は
、
先
に
述
ま
す
の
で
、
す
べ
て
の
建
物

を
行
う
（
建
築
年
次
か
ら
評
得
原
価
＝
簿
価
は
採
用
で
き
べ
た
よ
う
な
建
設
費
以
外
の
を
個
別
に
評
価
し
な
く
て

価
時
点
ま
で
の
建
築
費
の
変
ま
せ
ん
。
）

費
用
が
含
ま
れ
て
い
る
、
工
も
、
サ
ン
プ
ル
と
し
て
採
用

動
率
を
建
築
時
点
の
建
物
価

具
体
的
に
は
、
簿
価
の
中
事
費
の
一
部
が
別
に
計
上
さ
し
た
建
物
の
簿
価
の
適
正
さ

格
、
補
正
を
要
す
る
場
合
に
に
、
再
調
達
原
価
を
構
成
し
れ
て
い
る
等
の
可
能
性
が
高
が
検
証
さ
れ
れ
ば
、
他
の
建

独
立
行
政
法
人
へ
の
資
産
ば
、
建
物
等
の
適
正
な
価
格
に
積
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
は
補
正
後
の
価
格
に
乗
じ

な
い
建
設
費
等
以
外
の
費

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

物
に
つ
い
て
も
、
評
価
上
の

の
承
継
、
法
人
間
に
お
け
る
を
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
ま
い
た
め
、
相
当
の
費
用
と
時
る
）
こ
と
に
よ
り
再
調
達
原
用
、
例
え
ば
、
測
量
費
、
従
す
。

説
得
力
は
十
分
担
保
さ
れ
ま

資
産
の
売
却
、
将
来
の
減
損
せ
ん
。

間
を
要
す
る
た
め
、
一
定
の
価
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
前
建
物
・
設
備
の
除
去
費

学
校
、
病
院
等
の
公
益
施
す
。

会
計
を
見
越
し
た
時
価
の
把

再
調
達
原
価
は
、
使
用
資
限
ら
れ
た
期
間
内
で
複
数
の
す
。
（
＝
｢
変
動
率
適
用

用
、
立
退
料
等
が
含
ま
れ
て
設
、
企
業
資
産
の
よ
う
に
、

以
上
、
建
物
等
の
評
価
に

握
等
を
目
的
と
し
て
、
建
物
材
の
種
別
ご
と
に
評
価
時
点
建
物
等
を
評
価
す
る
場
合
に
法
｣
）

い
な
い
か
、
工
事
費
の
一
部
用
途
が
共
通
で
、
ほ
ぼ
同
品
あ
た
っ
て
は
、
原
価
法
を
適

等
の
資
産
（
以
下
、
建
物
等
に
お
け
る
単
価
を
基
礎
と
し
は
、
不
向
き
な
方
法
と
い
え

独
立
行
政
法
人
へ
承
継
す
（
例
え
ば
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
、
等
の
建
物
が
複
数
存
在
す
る
用
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
す

と
い
う
）
の
適
正
な
価
格
を
た
直
接
工
事
費
を
積
算
し
、
ま
す
。
特
に
、
工
事
請
負
契
る
資
産
の
評
価
、
企
業
等
の
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
、
水
道
場
合
、
そ
れ
ら
の
う
ち
、
構
が
、
短
期
間
で
複
数
の
建
物

求
め
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
こ
れ
に
間
接
工
事
費
及
び
請
約
書
、
建
築
確
認
図
書
等
使
保
有
す
る
資
産
の
評
価
の
場
等
の
引
き
込
み
工
事
費
な

造
、
規
模
等
が
類
似
す
る
一
等
を
評
価
し
、
か
つ
、
評
価

き
て
い
ま
す
。

負
者
の
適
正
な
利
益
を
含
む
用
資
材
の
詳
細
が
判
明
す
る
合
、
「
簿
価
」
が
あ
り
ま
す
ど
）
が
別
に
計
上
さ
れ
て
い
の
建
物
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
の
適
正
さ
を
期
す
る
場
合
に

建
物
等
の
価
格
を
求
め
る
一
般
管
理
費
等
を
加
え
て
標
設
計
図
書
が
存
在
し
な
い
場
の
で
、
こ
の
「
簿
価
」
が
建
な
い
か
、
圧
縮
記
帳
さ
れ
て
採
り
上
げ
、
当
該
建
物
に
つ
は
、
簿
価
を
有
効
に
活
用
し

場
合
、
原
価
法
と
い
う
手
法
準
的
な
建
設
費
を
求
め
、
発
合
、
現
地
調
査
に
基
づ
き
、
設
請
負
に
基
づ
く
工
事
費
を
い
な
い
か
等
に
留
意
し
て
、
い
て
部
分
的
単
価
適
用
法
を
う
る
上
記
の
よ
う
な
方
法
が

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
一
般
注
者
が
直
接
負
担
す
べ
き
通
一
か
ら
拾
い
直
し
た
後
に
積
基
礎
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
必
要
に
応
じ
て
補
正
を
行
っ
適
用
し
て
、
簿
価
の
適
正
さ
最
も
合
理
的
な
評
価
方
法
で

的
で
す
。

常
の
附
帯
費
用
（
設
計
監
理
算
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
る
な
ら
ば
、
こ
の
価
格
に
所
た
う
え
、
変
動
率
を
乗
ず
る
を
検
証
し
た
上
で
、
他
の
建
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

原
価
法
と
は
、
評
価
時
点
費
等
）
を
加
算
し
て
求
め
る
例
え
ば
、
冒
頭
に
挙
げ
た
よ
要
の
補
正
及
び
時
点
修
正
を
こ
と
に
よ
り
再
調
達
原
価
を
物
に
つ
い
て
、
そ
の
簿
価
を
す
。

（
Ｈ
．
Ｋ
）

に
お
け
る
再
調
達
原
価
（
＝
方
法
（
＝
｢
部
分
別
単
価
適

う
な
独
立
行
政
法
人
へ
承
継
行
っ
た
上
で
、
同
様
に
、
変
積
算
し
ま
す
。

基
礎
と
し
た
変
動
率
適
用
法

建
物
等
を
評
価
時
点
に
お
い
用
法
｣
）
が
、
資
料
の
信
頼

資
産
の
評
価
、
企
業
等
の
保
動
率
適
用
法
を
適
用
し
て
再

簿
価
の
適
正
さ
に
つ
い
て
を
適
用
す
る
方
法
を
用
い
れ

て
新
規
に
再
調
達
す
る
こ
と
性
（
建
設
資
材
、
工
法
の
変
有
す
る
資
産
の
評
価
等
を
行
調
達
原
価
を
求
め
る
こ
と
が
は
、
当
該
建
物
等
（
建
物
等
ば
、
建
物
を
個
別
的
に
評
価

を
想
定
し
た
場
合
に
お
い
て
遷
等
に
よ
り
現
在
一
般
的
に
う
場
合
に
は
、
こ
の
手
法
を
で
き
ま
す
。
（
中
古
建
物
等
が
複
数
存
在
す
る
場
合
に

す
る
方
法
に
比
べ
大
幅
に
費

必
要
と
さ
れ
る
適
正
な
原
価
採
用
さ
れ
な
い
よ
う
な
施
工
適
用
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
を
購
入
し
た
場
合
に
、
そ
の
は
、
構
造
、
規
模
が
標
準
的
用
及
び
時
間
が
短
縮
で
き
、

の
総
額
）
を
求
め
、
こ
の
再
方
法
で
な
い
限
り
、
評
価
時
能
で
す
。

購
入
代
価
が
「
取
得
原
価
」
な
１
種
又
は
数
種
の
建
物

か
つ
、
適
正
に
評
価
す
る
こ

調
達
原
価
に
つ
い
て
減
価
修
点
に
お
け
る
標
準
的
な
単
価

一
方
、
建
物
等
の
建
築
に
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
場
等
）
に
つ
き
、
部
分
的
単
価
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

正
を
行
っ
て
、
建
物
等
の
価
は
資
料
と
し
て
公
表
さ
れ
て
要
し
た
実
際
の
直
接
工
事

合
、
こ
の
価
格
は
、
建
設
請
適
用
法
を
適
用
す
る
こ
と
に

こ
れ
ら
の
建
物
は
、
高
層

格
を
求
め
る
方
法
で
、
前
提
い
る
）
か
ら
最
も
説
得
力
が
費
、
間
接
工
事
費
等
が
工
事
負
に
よ
り
新
規
に
調
達
し
た
よ
り
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
建
物
、
形
態
が
複
雑
な
建
物

と
し
て
、
こ
の
「
再
調
達
原
あ
り
ま
す
。

請
負
契
約
書
等
に
よ
り
判
明
価
格
を
基
礎
と
し
て
い
ま
せ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
部
分
的
等
一
定
の
建
物
を
除
き
、
再

価
」
が
求
め
ら
れ
な
け
れ

反
面
、
工
種
ご
と
に
個
別
し
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ん
の
で
、
時
点
修
正
等
を
行
単
価
適
用
法
に
よ
り
積
算
し
調
達
原
価
に
大
き
な
差
異
が

と
、
収
用
裁
決
関
連
手
続
き
⑩
補
償
金
払
渡
方
法
の
合
理
に
公
告
を
要
す
る
こ
と
と
な
構
成
さ
れ
る
仲
裁
委
員
に
よ
な
け
れ
ば
申
請
す
る
こ
と
は
び
関
係
人
が
、
通
常
の
想
定

の
合
理
化
な
ど
を
図
る
た
め

化
（
起
業
者
）

り
ま
す
。
通
常
こ
の
説
明
会
り
仲
裁
判
断
（
紛
争
の
最
終
出
来
ま
せ
ん
。

を
超
え
、
著
し
く
多
数
（
百

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

⑪
生
活
再
建
措
置
の
充
実

は
、
事
業
認
定
申
請
書
が
ほ
的
な
解
決
）
を
行
う
制
度
で

③
土
地
物
件
調
書
作
成
の
人
以
上
）
と
な
り
、
か
つ
権

改
正
の
内
容
と
し
て
は
、

ぼ
完
成
さ
れ
た
時
点
で
行

す
。

特
例
の
創
設
…
こ
の
制
度

利
者
一
人
当
た
り
の
補
償
金

等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

い
、
実
施
し
た
証
と
し
て
、

対
象
要
件
は
、
収
用
適
格
は
、
事
業
認
定
を
受
け
た
後
が
僅
少
（
一
万
円
以
下
）
で

①
の
開
催
の
義

事
業
認
定
手
続
、
裁
決
申
「
法
第
十
五
条
の
十
四
の
規
事
業
（
土
地
収
用
法
第
三
条
に
各
都
道
府
県
の
収
用
委
員
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
各

事
前
説
明
会

事
前
説
明
会

事
前
説
明
会

事
前
説
明
会

務
付
け
（
起
業
者
）

請
手
続
を
進
め
る
う
え
で
起
定
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
会
に
収
用
又
は
使
用
の
裁
決
権
利
者
か
ら
署
名
押
印
を
求

②
の
創
設
業
者
と
し
て
関
係
す
る
改
正
実
施
状
況
を
記
載
し
た
書

事
業
。
）
に
係
る
任
意
の
用
の
申
請
及
び
明
渡
裁
決
の
申
め
る
こ
と
は
起
業
者
に
過
大

補
償
金
仲
裁
制
度

補
償
金
仲
裁
制
度

補
償
金
仲
裁
制
度

補
償
金
仲
裁
制
度

（
起
業
者
）

点
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
面
」
と
し
て
措
置
の
内
容
等
地
取
得
交
渉
が
成
立
し
な
か
し
立
て
を
す
る
際
に
、
裁
決
な
負
担
を
課
す
こ
と
と
な
り

③
収
用
適
格
事
業
の
見
直
し

①
事
前
説
明
会
の
開
催
…
を
記
し
た
書
面
と
、
新
聞
公
っ
た
場
合
で
、
当
事
者
双
方
申
請
に
お
い
て
は
土
地
調
書
社
会
経
済
上
も
合
理
的
で
は

④
公
聴
会
開
催
の
義
務
付
け
事
業
認
定
の
申
請
に
先
立

告
の
写
し
を
事
業
認
定
申
請
か
ら
当
該
紛
争
に
係
る
土
地
を
、
明
渡
し
裁
決
の
申
し
立
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
こ
の

前
回
は
、
事
業
認
定
申
請

（
認
定
庁
）

ち
、
起
業
者
に
よ
り
事
業
の
書
の
添
付
書
類
に
添
付
し
ま
等
が
所
在
す
る
都
道
府
県
知
て
に
お
い
て
は
物
件
調
書
を
よ
う
な
場
合
、
起
業
者
の
選

書
作
成
に
お
け
る
問
題
点
に
⑤
第
三
者
機
関
の
意
見
聴
取
目
的
と
内
容
を
説
明
す
る
事
す
。

事
に
対
し
て
事
業
認
定
の
告
そ
れ
ぞ
れ
添
付
し
な
け
れ
ば
択
に
よ
り
公
告
縦
覧
方
式

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
二

（
認
定
庁
）

前
説
明
会
の
開
催
が
必
要
と

②
補
償
金
仲
裁
制
度
の
創
示
の
前
に
申
請
さ
れ
た
も
の
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
調
書
の
（
縦
覧
期
間
一
ヶ
月
）
に
よ

回
目
の
今
回
は
、
平
成
十
四
⑥
事
業
認
定
理
由
の
公
表

な
り
ま
す
。
こ
の
説
明
会

設
…
こ
の
制
度
は
、
補
償

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
「
対
作
成
に
お
い
て
は
、
起
業
者
り
作
成
す
る
こ
と
が
可
能
と

年
七
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
改
（
認
定
庁
）

は
、
事
業
反
対
の
有
無
に
関
（
土
地
収
用
法
第
十
五
条
の
償
の
み
」
と
規
定
し
て
い
る
は
、
土
地
所
有
者
及
び
関
係
な
り
ま
し
た
。

正
土
地
収
用
法
（
以
下
「
改
⑦

の
特
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
事
業
に
七
で
は
、
「
対
償
」
。
「
対
こ
と
か
ら
、
収
用
又
は
使
用
人
の
一
人
一
人
を
立
ち
合
わ

こ
れ
ら
の
他
に
も
改
正
点

土
地
物
件
調
書
作
成

土
地
物
件
調
書
作
成

土
地
物
件
調
書
作
成

土
地
物
件
調
書
作
成

正
法
」
と
い
う
。
）
に
つ
い

例
の
創
設
（
起
業
者
）

つ
い
て
必
要
と
な
り
ま
す
。
償
」
と
は
、
対
価
及
び
補
償
の
裁
決
に
お
い
て
決
す
る
事
せ
た
上
で
、
署
名
押
印
を
求
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
た
、
次

て
紹
介
し
ま
す
。

⑧
収
用
委
員
会
審
理
の
合
理
ま
た
、
こ
の
説
明
会
を
開
催
の
意
味
。
）
の
み
が
交
渉
妥
項
の
う
ち
補
償
に
関
す
る
部
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
の
機
会
に
紹
介
さ
せ
て
い
た

今
回
の
改
正
は
、
事
業
認

化
す
る
場
合
に
は
、
開
催
日
の
結
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
場
分
以
外
の
事
項
に
つ
い
て
関
か
し
な
が
ら
、
一
筆
の
土
地
だ
き
ま
す
。

定
手
続
の
透
明
性
等
の
向
上
⑨
補
償
基
準
の
法
令
化

一
週
間
前
ま
で
に
地
方
新
聞
合
に
、
三
名
の
収
用
委
員
で
係
当
事
者
間
で
合
意
し
て
い
に
つ
い
て
土
地
所
有
権
者
及

（
Ｋ
．
Ｋ
補
）
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消
え
る
の
で
あ
っ
た
。

観
光
バ
ス
の
コ
ー
ス
の
最
物
を
移
転
復
元
、
行
刑
分
野

経
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま

び
調
査
資
料
等
か
ら
み
て
一

そ
の
夜
は
旧
知
の
斜
里
町
初
は
能
取
岬
灯
台
で
あ
る
。
よ
り
司
法
ま
で
学
べ
る
数
少

す
。
公
図
は
、
実
に
何
世
代
方
が
善
意
に
し
ろ
、
悪
意
に

の
と

ろ

の
収
入
役
も
交
え
、
道
産
の
白
と
黒
の
横
縞
の
な
つ
か
し
な
い
施
設
で
あ
る
。

に
も
渡
っ
て
多
く
の
人
間
が
し
ろ
占
拠
し
て
い
る
可
能
性

焼
酎
で
海
の
幸
を
肴
に
放
談
い
灯
台
で
は
あ
る
が
、
今
は

北
海
道
開
拓
の
道
路
開
削

そ
の
土
地
に
係
わ
り
な
が

が
高
い
場
合
、
合
意
が
得
ら

し
た
。
収
入
役
が
三
年
前
の
無
人
化
さ
れ
て
、
灯
台
守
の
の
鍬
は
、
旧
監
獄
の
受
刑
者

ら
、
そ
の
位
置
と
形
状
を
表
れ
ず
境
界
争
い
に
発
展
す
る

こ
の
日
は
、
釧
路
発
九
時
光
の
起
点
で
あ
る
こ
と
を
強
山
崎
氏
の
「
日
本
の
灯
台
」
御
苦
労
が
な
く
な
っ
た
こ
と
達
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
り
、

現
し
て
い
る
公
的
な
図
面
と
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

の
網
走
行
の
快
速
に
乗
る
の
調
す
べ
く
知
床
斜
里
駅
に
改
な
る
大
冊
の
写
真
集
の
出
版
は
結
構
な
こ
と
で
は
あ
る
。
現
在
の
整
備
さ
れ
た
道
路
に

い
え
ま
す
。
で
す
が
、
公
図
う
な
場
合
は
、
不
本
意
な
が

で
、
起
床
し
て
か
ら
も
ゆ
っ
名
）
で
は
旧
知
の
写
真
家
、
祝
賀
会
の
こ
と
に
触
れ
、
話

し
か
し
、
官
舎
敷
地
が
空
思
い
を
致
す
時
、
網
走
の
今

前
回
は
土
地
の
境
界
に
つ
す
。
現
況
と
公
図
が
大
き
く
と
現
況
が
全
く
相
違
し
て
い
ら
関
係
権
利
者
間
で
境
界
確

く
り
で
あ
る
。

山
崎
さ
ん
が
出
迎
え
て
下
さ
が
は
ず
ん
だ
。
即
ち
、
代
議
し
く
残
る
の
を
見
る
と
、
哀
日
の
発
達
に
は
、
監
獄
以
来
い
て
、
意
見
を
述
べ
さ
せ
て
相
違
な
い
場
合
に
は
公
図
に
る
場
合
も
多
々
あ
る
わ
け
で
定
訴
訟
に
て
解
決
を
図
っ
て

食
堂
で
は
当
ホ
テ
ル
自
家
っ
た
。

士
や
海
上
保
安
庁
の
お
歴
々
歓
が
あ
っ
て
こ
そ
の
ヒ
ュ
ー
の
刑
務
所
の
存
在
を
忘
れ
る
頂
き
ま
し
た
が
、
続
い
て

よ
る
筆
界
が
公
的
な
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
専
門
家
の
立
い
た
だ
く
の
が
現
状
で
は
適

製
の
パ
ン
を
、
宿
泊
客
に
無

三
十
余
年
前
、
輪
島
か
ら
を
差
置
い
て
、
最
初
の
祝
辞
マ
ニ
ズ
ム
と
、
見
物
人
の
身
こ
と
が
出
来
ぬ
と
の
説
明
に
「
土
地
の
境
」
に
つ
い
て
私
あ
る
と
同
時
に
、
私
人
同
士
場
と
し
て
は
、
一
般
的
・
基
切
か
と
考
え
ま
す
。
だ
か
ら

料
で
サ
ー
ビ
ス
。
そ
の
好
意
北
方
五
十
㎞
、
日
本
海
の
孤
を
指
名
さ
れ
た
私
が
、
「
ト
勝
手
な
思
い
も
起
き
て
く

胸
が
熱
く
な
っ
た
。

の
感
想
を
語
ら
せ
て
い
た
だ
に
よ
る
筆
界
と
し
て
良
い
と
本
的
な
公
図
の
歴
史
的
変
遷
こ
そ
、
土
地
の
境
を
調
査
す

嬉
し
く
も
有
難
い
。

島
舳
倉
島
に
向
ふ
船
に
は
多
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
、
ポ
テ
ン
る
。
そ
れ
を
打
消
す
べ
く
、

刑
務
所
に
入
る
時
、
出
る
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

考
え
ま
す
が
、
大
き
く
相
違
の
知
識
が
必
要
と
な
る
と
同
る
時
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
縛
ら

へ
ぐ

ら
じ

ま

早
め
に
駅
に
行
き
、
プ
ラ
く
の
釣
人
ば
か
り
。
た
だ
二
ヒ
ッ
ト
で
も
、
四
球
で
も
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
海
と
空
を
赤
時
に
渡
る
鏡
橋
や
通
称
赤
レ

現
在
、
私
は
某
市
で
地
籍
が
あ
る
場
合
に
は
、
前
回
述
時
に
、
調
査
可
能
な
図
面
類
れ
る
事
無
く
、
注
意
深
く
作

ッ
ト
ホ
ー
ム
の
ベ
ン
チ
に
腰
人
だ
け
舳
倉
島
に
あ
る
灯
台
相
手
の
エ
ラ
ー
で
も
、
何
と
く
染
め
な
が
ら
昇
る
太
陽
、
ン
ガ
門
と
呼
ば
れ
る
正
門
が
調
査
業
務
の
内
「
一
筆
地
調
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
よ
う
等
は
す
べ
て
事
前
に
整
え
て
業
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

を
下
し
、
「
こ
の
歳
で
は
も
の
写
真
が
目
的
で
あ
っ
た
の
か
し
て
出
塁
す
れ
ば
、
三
番
ま
た
バ
ラ
色
に
染
ま
る
落
日
再
現
さ
れ
、
庁
舎
、
裁
判
所
査
（
民
民
境
界
）
」
の
担
当
に
、
法
務
局
の
閲
覧
に
興
じ
立
会
現
場
に
向
か
う
必
要
が
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

う
釧
路
再
訪
は
望
む
べ
く
も
が
山
崎
さ
ん
と
私
で
あ
り
、
四
番
の
強
打
者
が
ホ
ー
ム
を
は
如
何
ば
か
り
か
と
、
こ
の
法
廷
、
五
翼
放
射
状
平
屋
舎
と
し
て
、
境
界
立
会
に
明
け
て
い
る
公
図
以
外
の
閉
鎖
図
あ
る
わ
け
で
す
。
実
際
、
現

（
Ｋ
．
Ｋ
事
）

な
い
」
と
思
え
ば
、
な
お
さ
こ
の
奇
縁
か
ら
親
交
が
続
い
踏
ま
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
り
地
に
一
日
中
居
り
た
い
と
も
房
、
浴
場
、
懲
罰
と
し
て
の
暮
れ
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
面
や
市
町
村
所
管
の
宝
典
や
場
に
お
い
て
関
係
権
利
者
の

ら
の
こ
と
、
昨
日
見
た
幣
舞
て
い
る
。
同
氏
は
、
「
北
の
ま
す
か
ら
」
と
前
置
し
て
、
思
っ
た
。

独
房
舎
、
そ
の
他
色
々
の
復
す
。
こ
の
業
務
を
通
じ
て
感
字
限
図
な
ど
を
参
考
に
し
な
話
を
拝
聴
し
ま
す
と
、
諸
々

ぬ
さ

ま
い

橋
の
欄
干
に
立
つ
四
つ
の
乙
ア
ル
プ
美
術
館
」
を
開
設
し
然
る
べ
き
ス
ピ
ー
チ
を
し
た

次
い
で
バ
ス
は
能
取
湖
畔
元
、
再
現
さ
れ
た
も
の
や
、
じ
る
こ
と
は
「
《
土
地
の

が
ら
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
の
経
緯
・
事
情
に
よ
り
現
況

の
と

ろ

女
の
像
が
浮
か
ぶ
の
で
あ

て
観
覧
無
料
と
す
る
な
ど
、
ら
、
司
会
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ア
ナ
を
通
り
、
天
都
山
の
展
望
台
行
刑
資
料
館
等
、
説
明
を
聞
境
》
（
あ
え
て
境
界
又
は
筆
な
形
状
に
な
っ
た
か
調
べ
る
が
形
成
さ
れ
て
き
た
理
由
が

る
。

斜
里
の
名
士
、
生
前
御
厚
情
ウ
ン
サ
ー
が
、
「
只
今
の
御
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
流
氷
館
を
訪
き
な
が
ら
小
一
時
間
歩
き
廻
界
と
は
言
わ
な
い
）
と
は
な
必
要
が
あ
り
ま
す
。
何
故
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
解
っ
て
き

一
輌
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
を
賜
っ
た
御
令
室
の
霊
前
に
祝
辞
は
先
頭
打
者
ホ
ー
ム
ラ
れ
る
。
寒
さ
に
弱
い
私
は
、
っ
て
大
変
で
あ
っ
た
が
、
身
ん
と
奥
深
い
の
か
」
と
い
う
そ
こ
ま
で
し
な
い
と
筆
界
は
ま
す
。
そ
こ
で
事
前
に
調
査

は
左
程
混
ま
ず
、
三
つ
目
の
香
を
捧
げ
、
昼
食
後
以
久
科
ン
で
あ
り
ま
し
て
、
三
番
四
冬
の
北
海
道
は
苦
手
で
、
流
が
引
締
ま
る
感
が
あ
っ
た
。
事
で
す
。

定
め
る
事
が
出
来
な
い
の
か
し
て
き
た
図
面
な
ど
を
提
示

い
く

し
な

駅
名
は
「
釧
路
湿
原
」
そ
の
原
生
花
園
に
案
内
し
て
頂

番
の
方
は
気
が
楽
に
な
り
ま
氷
を
目
の
あ
た
り
に
見
た
い

バ
ス
が
網
走
駅
に
向
ふ
途

前
回
、
本
誌
に
お
い
て

と
い
う
と
、
先
ず
は
、
公
図
し
て
、
関
係
権
利
者
の
判
断

も
の
で
あ
る
。
車
窓
よ
り
の
く
。
赤
い
ハ
マ
ナ
ス
の
花
を
し
た
。
」
と
…
。

欲
望
は
あ
る
も
の
の
、
あ
き
中
、
網
走
川
の
彼
方
に
近
代
「
公
図
に
よ
る
筆
界
は
公
的
が
作
成
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
く
と

眺
め
で
は
物
足
ら
ず
、
近
く
見
な
が
ら
低
い
丘
を
越
え
る

そ
の
時
の
ビ
デ
オ
を
収
入
ら
め
て
い
た
の
で
得
る
所
が
的
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舎
な
も
の
で
あ
り
、
私
人
同
士
た
歴
史
的
経
緯
と
い
う
も
の
と
も
に
、
一
般
的
な
公
図
の

に
展
望
台
も
あ
る
が
下
車
も
と
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
海
岸
に
役
は
拙
宅
に
送
る
と
約
束
す
あ
っ
た
。

房
が
、
現
在
の
網
走
刑
務
所
に
よ
る
筆
界
の
移
動
は
あ
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
歴
史

歴
史
的
変
遷
な
ど
を
お
話
す

出
来
ず
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
出
る
。
海
は
凪
ぎ
て
細
波
が
る
。

次
い
で
こ
の
コ
ー
ス
の
最
と
教
え
ら
れ
た
が
、
感
慨
は
え
な
い
。
」
と
述
べ
さ
せ
て
は
、
昭
和
・
大
正
・
明
治
時
る
事
で
合
意
点
を
見
つ
け
て

上
空
か
ら
見
て
廻
っ
て
こ

打
寄
せ
る
位
で
、
潮
騒
も
な

斜
里
の
ホ
テ
ル
に
一
泊

大
の
目
玉
で
あ
る
網
走
監
獄
な
か
っ
た
。

頂
き
ま
し
た
。
地
積
測
量
図
代
、
地
域
に
よ
っ
て
は
江
戸
い
た
だ
く
よ
う
専
門
家
の
立

そ
、
大
湿
原
が
把
握
出
来
る
い
。
遙
か
彼
方
の
水
平
線
を
後
、
朝
八
時
半
の
網
走
行
に
な
る
博
物
館
に
行
く
。
即

翌
日
六
時
二
三
分
発
の
札
や

条
地
図
が
無
い
場
所
で
時
代
に
ま
で
遡
っ
て
諸
々
の
場
と
し
て
努
め
て
い
ま
す
。
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で
あ
ろ
う
に
と
、
儚
い
こ
と
望
め
ば
、
思
は
ず
両
手
を
大
乗
る
。
こ
の
列
車
は
右
手
は
ち
、
網
走
刑
務
所
の
旧
建
造
幌
行
特
急
オ
ホ
ー
ツ
ク
二
号
は
公
図
の
み
が
筆
界
の
場
所
因
縁
（
社
会
的
諸
制
度
の
変

し
か
し
、
当
然
そ
こ
に
は

を
思
ふ
の
で
あ
っ
た
。
間
も
き
く
挙
げ
て
深
呼
吸
し
た
く
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
海
に
沿
い
、
物
を
保
存
公
開
す
る
野
外
博
に
乗
る
の
で
、
早
く
就
寝
し
を
定
め
る
唯
一
の
図
面
で

遷
・
戦
争
・
災
害
等
々
）
を
限
界
が
あ
り
ま
す
。
公
図
及

な
く
標
茶
を
過
ぎ
、
や
が
て
な
り
、
拙
歌
も
浮
か
ぶ
の
で
左
手
は
遠
く
秀
嶺
斜
里
岳
、
物
館
と
し
て
、
二
十
余
の
建
た
。

（
Ｍ
．
Ｋ
生
）

し
べ

ち
ゃ

着
く
弟
子
屈
は
横
綱
大
鵬
の
あ
る
。

近
く
は
原
生
花
園
な
る
駅
名

分
よ
り
）
と
し
て
「
工
場
補
償
事
例
研
究
発
表
、
各
起

業
務
が
完
了
し
た
後
、
当

て
し

か
が

30

出
身
地
。
数
年
前
観
光
的
考

が
あ
る
程
で
、
楽
し
め
る
。

機
能
の
確
保
に
対
す
る
残
地
業
者
等
へ
の
講
師
派
遣
等
を
該
業
務
に
つ
い
て
引
き
続
き

「「 「「
紺
碧
紺
碧

紺
碧

紺
碧
のの のの

慮
で
、
駅
名
を
摩
周
と
変
え

私
が
最
初
に
北
海
道
を
訪

内
再
配
置
の
検
討
例
」
を
紹
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

作
業
を
行
っ
て
い
る
担
当
者

こ
の
こ
の
こ
の

こ
の
海海 海海
に
し
て

に
し
て

に
し
て

に
し
て

た
の
で
あ
る
が
、
い
さ
さ
か

れ
、
こ
の
地
に
来
た
時
に
浮

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

内
容
等
に
つ
い
て
は
、
㈱
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
そ
の

冬
季
冬
季
冬
季

冬
季
に
は
に
は
に
は

に
は

ど
う
か
と
思
ふ
。

か
ん
だ
拙
歌

官
庁
の
方
々
及
び
補
償
コ
新
日
補
償
調
査
部
の
ホ
ー
ム
多
く
は
、
起
業
者
か
ら
依
頼

思思 思思
い
も
い
も

い
も

い
も
寄寄 寄寄
ら
じ
ら
じ
ら
じ

ら
じ

そ
の
昔
遊
ん
だ
こ
と
も
あ

ン
の
同
業
者
を
前
に
し
て
、
ペ
ー
ジ
に
紹
介
し
て
い
ま
す
さ
れ
た
も
の
で
、
被
補
償
者

流
氷
寄

流
氷
寄

流
氷
寄

流
氷
寄
す
る
と

す
る
と

す
る
と

す
る
と
」

「
」

「
」

「
」

「
オ
ホ
ー
ツ
ク

オ
ホ
ー
ツ
ク

オ
ホ
ー
ツ
ク

オ
ホ
ー
ツ
ク
のの のの

る
川
湯
温
泉
駅
を
過
ぎ
れ
ば

私
が
余
り
に
も
オ
ホ
ー
ツ

約
１
時
間
の
発
表
は
、
準
備
が
、
我
々
㈱
新
日
職
員
の
技
に
対
す
る
説
明
資
料
の
作
成

潮
騒
潮
騒
潮
騒

潮
騒
をを をを
背背 背背
にに にに

緑
駅
。
そ
の
名
の
通
り
、
新
ク
海
に
打
た
れ
た
の
で
、
も

時
間
を
含
め
多
大
の
労
と
時
術
の
向
上
と
起
業
者
の
方
々
が
主
な
も
の
で
す
。
も
ち
ろ

眺眺 眺眺
む
れ
ば

む
れ
ば

む
れ
ば

む
れ
ば

緑
の
中
を
単
線
の
二
本
の
レ
う
少
し
高
所
よ
り
眺
め
ん

日
本
補
償
コ
ン
サ
ル
タ
ン
間
を
要
し
ま
す
が
、
こ
う
し
の
御
要
望
が
あ
れ
ば
、
物
件
ん
、
そ
の
資
料
が
用
地
交
渉

涛
沸
湖
畔

涛
沸
湖
畔

涛
沸
湖
畔

涛
沸
湖
畔

と
う

ふ
つ

こ

ー
ル
が
長
く
走
っ
て
い
る
の
と
、
近
く
の
ウ
ナ
ベ
ツ
ス
キ

ト
協
会
中
部
支
部
の
事
業
計
た
経
験
は
本
人
に
と
っ
て
、
調
査
業
務
の
受
注
に
限
ら

に
役
立
て
ば
嬉
し
い
限
り
で

原
生
原
生
原
生

原
生
のの のの
花花 花花
」」 」」

を
前
方
の
窓
か
ら
見
て
い
る
ー
場
の
最
高
部
へ
車
を
走
ら
を
思
い
出
す
。

画
の
一
環
と
し
て
、
恒
例
の
ま
た
会
社
に
と
っ
て
非
常
に
ず
、
お
応
え
し
て
い
き
た
い
す
。
私
た
ち
は
、
た
だ
単
に

と
、
旅
の
実
感
が
湧
い
て
来
せ
て
下
さ
っ
た
。
右
手
に
知

網
走
駅
に
着
き
、
早
速
観

「
補
償
研
究
会
議
」
が
実
施
大
き
な
財
産
と
な
る
こ
と
を
と
思
い
ま
す
。

検
査
完
了
を
業
務
完
了
と
考

る
。
し
か
し
、
漫
画
本
を
熱
床
半
島
、
左
手
に
能
取
岬
に
光
案
内
所
に
行
き
、
午
后
の

さ
れ
ま
す
。

確
信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
企
業
者
の
方
々
に
え
ず
、
用
地
交
渉
の
妥
結

の
と

ろ

読
し
、
窓
外
の
景
は
価
値
な
抱
か
れ
た
如
き
オ
ホ
ー
ツ
ク
定
期
観
光
バ
ス
の
切
符
を
求

場
所
：
メ
ル
パ
ル
ク
名
古
屋

現
在
、
本
人
は
資
料
等
の
は
来
た
る
補
償
研
究
会
議
に
（
契
約
）
若
し
く
は
会
計
検

き
が
如
き
若
者
が
お
り
、
旅
の
六
月
の
海
は
、
陽
光
の

め
る
と
、
座
席
は
一
号
車
の

日
時
：
平
成

年
月

日
準
備
で
頭
を
か
か
え
て
は
い
是
非
ご
出
席
下
さ
る
よ
う
御
査
完
了
を
最
終
的
な
工
期
完

15

11

20

は
点
で
は
な
く
、
点
を
結
ぶ
下
、
正
に
絶
景
と
申
す
べ

一
番
で
あ
っ
た
。
そ
の
夜
泊

（
木
）

時
よ
り

ま
す
が
、
き
っ
と
将
来
の
自
案
内
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
了
と
考
え
て
対
応
し
て
い
ま

ま
さ

13

線
も
大
切
な
ん
だ
と
聞
か
せ
く
、
心
は
ほ
ぐ
れ
、
咲
き
乱
ま
る
ホ
テ
ル
を
予
約
し
て
、

こ
の
行
事
の
中
で
、
弊
社
信
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
に
、
皆
様
の
御
要
望
に
お
応
す
。
今
後
も
安
心
し
て
弊
社

て
や
り
度
く
な
る
。

れ
る
草
花
の
上
に
腰
を
下
ろ
荷
物
を
預
け
、
街
を
ぶ
ら
つ

の
補
償
調
査
部
の
山
内
道
保
ま
す
。

え
す
べ
く
努
力
し
て
い
く
覚
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

斜
里
駅
（
こ
こ
も
知
床
観
し
、
し
ば
し
放
心
、
疲
れ
も
い
た
。

が
補
償
事
例
の
発
表
（

時
弊
社
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
悟
で
す
。

（
Ａ
．
Ｋ
）

（
Ｔ
．
Ｏ
）

13
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